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第 1章 調 査 概 要

〆 ヽ

.

1-1調 査 仕 様

(1)   ,吝    ιヒ    孝ま

(2)調   査  名

(3)調 査 場 所

(4)調 査 期 間

(5) 調  査  監  督

(6)施     ェ

津   村

総 合 整 備 事 業 日 吉 津

排 水 施 設 地 質 調 査

吉 津 村 ,今 吉 ,日 吉 津

57年 10月 15日

57年 11月  4日

建 設 課

長 谷 岡  重 信  主任

(株)小ホエンジニアリングサービス

峰    恭

石 森  均

日   吉

農 村 基 盤

地 区 集 落

鳥 取 県 日

自  昭 和

至  昭 和

日 吉 津 村

監督 職員

請 負 人

現場代理人

主任技術者

1-2調 査 目 的

本調査は農村基盤総合整備事業日吉津地区集落排水凛設工事に先立ち、幹線

管路、ポンプ場、処理場予定地内においてボー リング調査 (φ 66%)及びこれ
に並行して標準貫入試験を行ない、地層構成及び地盤強度などを知ることによ

つて下水道施設設計に関する諸資料を得ることを目的としたものである。
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調査地点位置図 Śtl 10000
○ 調査地点
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1-3調 査 及 び 試 験 方 法

1-3・ 1  き式    錐

=こ
錦:は 、各itくてともにロータリー式ボー リングマシンにて行な

い地層の変化 、分布状態およびその上性を結査し、同時に地 下水

状態をハ F_す るとともに、ボーリングに併行して、1.価を目標に

」 iS― A-1219に 基づく標準貫入試験を実施し、地層の密度、

チ ョウ度を測定した。

また、ボー リング了この崩壊逸水6JJ上 には、ケーシングの挿 入ベ

ン トナイ トライエング(こ よる子し壁保護を行ない、掘進の円滑を図

っ た 。

ボー リング装村の全体図
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1-3・ 2 標 涯 貫 入 試 験
標準貫入試験は、原則として 1.OIDピ ツチを目標にJIs― A―

1219に従い実昴した。

試験方法は、レイモンドサンプラーをボーリングロッド先端に

接続し、静かに孔底に下し、ロッド上端にノッキングヘッドおよ

びガイドパイプを取付け、標準ハンマー (重量63.5k」 で乱打 しな

がら15cDの 予備打ちを行なった後、ハンマー落下高 (75c■)を 一定

に保ち、自由落下させ30c●貫入に要した打撃数N値を測定した。

また、サンプラーによって採取された試料から土質構成、色調、

合有修等を観察記録した後、土質標本試料として共した。

標準貫入試験用サンプラー

ハ ン マ ー

),y+r7,\',
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1-4 調 査 内 容

の内容は、ポーリング調査 C∫:所

試験

1√

であ った゛尚、詳細については表 1-4・ 1

アg

延ど

`れ

、標準貫入
を参照のこと。

表 1-4・ 1掘進深 さ及び試料採取数量

試

錐

番

号

地

盤

高

標

高

(π )

掘

進

深

さ

(π )

層 ワ」 試 錐 長 原 位 置 試 験

No

粘

　

　

性

　

土

(π )

砂  質  土
玉

石

混

り

砂

レ

キ

(π )

標 避 貫 入 試 験

砂

(2)

砂

　

　

レ

　

キ

(π )

粘

性

土

(点 )

砂

質

土

(劇

砂

レ

キ

(劇

×ま 3.46 5 0.6 4.4 5

P― / 2.89 5 5.0 5

P-2 3.81 5 5.0 5

P― θ 3.5` 3.5 0.2

No / 5.10 に
Ｊ 4.3 0.7 5

No 2 4.15 5 4.0 1.0 5

No 3 4.15 に

ヽ
リ 5.0 5

No 

“

2.99 5 5.0 5

No ` 2 89 5 5.0 5

No 7 4.09 に
Ｊ 5.0 5

No ′ 4.30 5.0 5

Nlo 7 3.66 5″ 5.0 5

処理 場 / 3131 18タ ダ 1.70 10.70 1.80 3.80 1 6

処理場 2 3.75 20)| 2.60 12.40 5.0 つ
乙

つ
乙 6

計 98 4.3 75.5 7.4 9.5 3 78 17

界

ダ

、　
一
■
．
‘
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第 2章 調 査 結

2-1ボ ー リ ン グ 調 査 結 果

今回行なぅた調査結果は付図 -2・ /～ 2

した通りである。

/ダ の「土質柱状図」に表わ

´、      2-1,1 調 査 地 周 辺 の 地 盤 概 要 (日吉津低地 )

日野メIIは山陰第 2の大河であ り流域に花同岩山地が広 く、かつ下流部 右

岸に大山火山を控えるのでその運搬砂 レキ量は大きく、下流に山陰最大の

扇状地を形成する。

日吉津低地は日野川扇状地の前緑低地での外側に発達した2条の砂州か

らなり、海抜は 6π以下である。

以上のように調査地周辺は花商石の砂 レキ及びレキ、大山系の安山岩質

の砂及びレキ、玉石などで主に構成され粘性上では主として構成されない

2-1・ 2 土⌒

今回行な った調査で幹線管路及び、ポンプ場予定地と処理場予定地とで

は目的が異なるので別々に述べる。

っせく

`【

〉 所  延

`雪

》 に及ぶボ
‐幹線管路及びポ ンプ場予定地で合え

リング調査を行な ったわけであるが、調査結果を土質男Uに 見てみるとその

L]]撃[Tllここな颯 l[Rこ砂l呈.:3
つて構成されているといってょい。しかし、全体的に細粒分がまったくな
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いわけではなく柱状図の中にも示したように、シル ト分が薄層 として介在

している。このシル ト層は部分的にしか出現しなか ったが、砂層に介在 さ

れるかレンズ状に広く存在しているものと思われる。又、シル ト分は砂質

上に合有するといった形で存在しており、P― /の上部ではかなり目立つ

て混入していたがその他では多少混入する程度であ った。

0及 びNo/の FJ2レ キ層はコプシ大の玉石をまれに転在し、砂分が多く
小 レキをまわりに混入する比較的密なレキ層である。

その他は主に砂で構成され若干のシル ト分を混入しているが、全体に粗

粒分が目立ち P― /の 下部及び血 7では粗砂によって構成されていた。

これは全体に小 レキを少量混入する。

次 |こ N値による密度を 見てみると、
醸
砂 レキ層を主体としているので

N値も高 く密であるが、その他は N値20以下が多 く中位な砂層といえる。

しかし、おもしろい傾向として P― /及 びm/以 外を見ると 3πないし

4れ地点でかならず30前後の N値が測定 されており、この付近は比較的密

だといえる。

以上のように若干の細粒分が混入、あるいは介在されているものの全体

的に砂質上で構成されているといってよいが粘土、あるいはシル トが王子

製紙北東部及び佐Fり‖以東に分布しているといわれている。今回の調査で

はこの粘土及びシル ト層 は確認しなか ったが、下水道施工時にはかなり広

域にわた って掘削する事になるのでこの層が部分的ιI当學する可能性もあ

ることを明記しておきたい。

b2以外の地域でも出現することも予

該響によって堆積された様9ゃあり付
近一帯に分布している可能性もある。






























